
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取り組みの促進を
図る。

B

・全国・県学習状況調査結果の分析及び課題に応じた授業展開、
過去の問題を活用することで授業改善と指導力向上を目指すこと
ができた。
・基礎基本が身に付くよう、学習規律やノートの取り方などを細か
く指導している。 A

・導入を工夫したり、西部型授業を意識したりして授業改善に努めた教師が増加した
が、全国・県学習状況調査結果の分析をもとに課題に応じた授業展開までは十分にで
きなかった。
・全校で統一したノートの取り方を示したり、自分の考えを記録する際の参考にできる
ような友達のノートを「算数コーナー」に掲示したりした。また、校内や各教室に算数用
語を掲示し基礎基本の定着に努めた。
・マイプランの成果指標を達成できたと自己申告する教職員は８０％以上であった。
・校内研究の取組推進のため、各担任は算数科において研究授業をそれぞれが行い
指導方法の改善を図った。

A

・算数に対する課題解決学習の研究実践に努力されている
こと、頭が下がる思いがする。
・宿題の丸付けややり直しのさせ方等、学校で統一する必
要はないが、子どもの理解度や定着具合を教師が知るうえ
で大事なことなのは確か。担任１人１人の取り組みがどうな
のか考える必要はあると思う。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

○児童全員が主体的に参加するような
授業の実践

○アンケートで肯定的な回答をした児童
の割合８０％以上

・教材研究の充実と発問や問い返しの
技術の向上を図る。

B

・校内研では、算数科において単元の導入を工夫したり、日常生活と結び
ついた学習にしたりすることを共有して取り組むことができた。
・校内研では、児童と教師に対して年２回のアンケートを比較して、肯定
的な回答が伸びることを目指して取り組んできた。アンケート1回目で肯
定的な回答をした児童の割合7５%（アンケートの２回目は１月に実施予
定）

B

・算数は、児童の負担を軽減し、考える時間を確保するため、事前にノート
に問題を書いておく等の支援を行ったが、自分の考えを記述するなどの
学習が十分にできなかった。
・グループ研究や全体研究など各学年において単元の導入やまとめの段
階を工夫し、日常と学習の結びつきを児童が実感でき、楽しんで取り組め
るような算数的活動を仕組むことができた。しかしながら、学年によってば
らつきはあるものの児童の算数に対する肯定的回答は低下してしまった。

B

・ノートの使い方の工夫は、大切な学力向上の要素だと期
待している。
・「できた」「わかった」という喜びが子どもの主体的な取り組
みにつながると思う。算数科での取り組みが他教科へも広
がることを願う。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○学級内での満足度アンケートで肯定
的な回答をした児童の割有８０％以上

・児童の実態把握に関するアンケートの
実施
・道徳科の授業づくりに関する校内研修
等の実施

B

・心のアンケートや児童の観察などから実態を把握し、学級の実態や行
事に合わせて教材を選んで授業を行い心の教育に努めた。道徳では、学
習したワークシートを保護者に見てもらいコメントをもらうことで、学校で学
習していることが家庭にもつながるような取り組みを行った。
・昨年度の校内研資料として道徳のワークシートや掲示物などが保存し
てあるので、授業づくりに活用できた。
・学期ごとに教育相談期間を設けたり、毎月心のアンケートを実施したりし
て児童の実態を把握し、気になる事例については個別指導を行い、早め
の対応を心掛けるようにした。（人権・同和教育）

A

・毎日の児童の様子を保護者に連絡し、児童の心境や体調の状況を共通理解できる
ようにした。いじめ事案と考えられることについては、学年間や管理職に相談し、保護
者にも連絡を取り解決に努めたが、全てが解決とまではいかなかった。
・道徳の授業のワークシートを保護者に見てもらいコメントをもらうことで、道徳で学習し
感じたことや考えたことを親子でより深く会話することができた家庭もあった。また、道
徳で学習したことや考えたことを実生活に生かせるように努めていきたい。
・低学年のうちから規範意識を育てるために、だめなことはだめと指導し、よい行いに
は賞賛することの繰り返しで児童と接した。そうしているうちに、友達へも優しい態度が
身に付いてきた。
・昨年度の資料を活用して道徳の授業を充実することで、１年生でもたくさんの人が自
分の考えを伝えることができるようになってきた。
・心のアンケートをすることで悩みの早期発見につながり相談に乗ることができた。

A

・本来、家庭でやるべき教育を学校に任せていることが多い
ような気がする。道徳の内容など「心の教育」で家庭とつな
がっていることに深く感動した。
・道徳については、ワークシートで保護者の意見を聞くこと
が様々な課題の解決につながるのではないか。
・心の中はなかなか見えず、子ども理解に努めても担任だ
けでは難しい面が多い。多くの目で観察し見守ることで、悲
しい思いをする子どもがいなくなることを願っている。

・道徳教育推進教師
・人権･同和教育担当者
・研究主任
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員８０％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マ
ニュアルを作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に２回以上行う。
・生徒指導連絡会を隔週で実施する。

A

・心のアンケートや児童の観察などから、いじめ事案と考えられることについては、学
年間や管理職に相談し、早めに対処することに努めた。教師の見えない場面での事象
も多々あり、児童への聞き取りを行い、保護者にも理解を求めた。ただ、感じ取り方は
様々なので、即解決とはいかないことが多い。
・心のアンケートや子ども達の話をもとに、事実確認を行い、子ども達に悪かった点を
考えさせる指導を継続して行った。保護者にも連絡して家庭とも連携するように努め
た。

A

・ゲームやユーチューブなどの影響が大きいのか、現実と空想の世界の
区別が難しい児童が増えているような気がする。家庭との連携が必要。
・毎月のアンケートをもとに児童理解に努めた。友達に対する乱暴な言動
が見られたらその場で、その都度指導をした。
・保護者や地域の人からの声に耳を傾け、何かあったときにすぐ事情を聞
くなど早期対応を心がけ、早期解決と継続した見守りを大切にした。

A

・人間の成長の中で、一番難しい年齢ではないかと思う。指
導がとても大変だと思うが、先生方に期待している。
・問題行動のある子どもの情報をもらいながら、なかなか学
校訪問ができなかったことを申し訳なく思う。

・生徒指導担当
・各学年主任

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童（小学６年
生）８０％以上

・６年間を通して、地域ボランティアや各
講師を招いて様々な体験活動を実施
・児童による活動の見通しと学びの振り
返りを充実させる

B

・将来の夢を持てるように、まずは自分のよさや長所を見つけ自己肯定感
を高めるような取り組みをしてきた。自分の夢や目標を明確に持っている
児童もいるが、持っていない子にはまず中学校へ向けての目標を持たせ
るなど身近なことから考えさせている。
・地域ボランティアや講師を招き、ものづくり体験教室、芋さしや野鳥に関
する学習会等を実施することにより、意欲的に取り組もうとする児童が見
られた。

B

・将来の夢だけでなく、もっと身近な目標に向かって取り組むことができるような活動を
取り入れてきた。ただ取り組み方や意欲に個人差が大きかった。
・弁護士を招いたり、ドクターから癌についての話を聞いたりするなど、上級生には将
来や社会についての考えを持つことができるような学習機会を設定した。
・コロナ禍ということもあり、ボランティアや職業体験活動を仕組むことがあまりできず、
児童が将来への夢や希望をもつための学習機会が少なかった。

B

・早くコロナが収束し、ボランティア活動体験等ができること
を祈る。
・インターネット等をうまく活用し、疑似体験等でぜひ学びの
幅を広げてほしい。

・教務主任
・各学年主任

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒９０％以上

・給食便りと学校便り、学級通信で朝食
の重要性について連携した情報発信の
実施
・給食指導の時間や教科、学級活動で
の児童への指導の充実
・保護者対象の試食試食会の開催

B

・給食時間や家庭科・保健の時間などに、健康と食生活の大切さについて繰り返し学
習させてきている。朝食をとらない子も数名いたため、朝食をとる意味についても理解
させている。ただ食べるだけでなく、栄養のバランスの良い食事をとることも伝え、献立
を考えたり、家で調理する課題をさせたりしている。
・６月と11月の食育月間では、朝ご飯川柳やわがやの朝ご飯レシピを募集し、家庭で
朝食の重要性を考えてもらえるよう努めた。また、学校では朝ご飯日記を実施し、児童
が自らの朝食の状況について振り返る機会をつくった。
・食事のマナーについては学校で指導するとともに、学級通信で家庭での協力を呼び
掛けた。
・栄養教諭と学級担任が協力して食育授業を計画的に実施し、児童の健康に対する
意識を高めている。偏食を少しでも克服するよう指導を継続したが、効果はなかなか
上がらない。

A

健康と食生活の大切さについて話をして自分で調理をするなど、食への
興味関心が深まってきている。
・朝食の重要性について情報発信を行うことができた。今後は、学んだこ
とを実践に活かせるような指導を取り入れていきたい。
給食指導では、献立や食材についての声掛けを行い、残食の減少に努め
ていきたい。
・給食センターの仕事について動画で学ぶ機会を設けた。働く方の工夫や
思いを知ったことで、好き嫌いをせずに食べようという気持ちを児童がもつ
ことができた。

A

・家庭での食事についてまで、栄養のバランスのとれた食
生活の指導等を学校でしなければならないことが体だと感
じる。
・自分で調理できる子供が増えていることは素晴らしいと思
う。何より家庭の協力が必要不可欠だが、衣食住に関する
ことが自分でできる人間に成長してほしい。男女問わず、自
分のことは自分でできる人間に育ってほしい。

・栄養教諭
・各学年主任

○安全に関する「資質・能力」の育成 ○性に関する指導の授業を、全学級年
間に１回以上行う。ただし発達段階に応
じて回数を考慮する。

・「性に関する年間教育計画」に基づき、
性教育を行う。 A

・性教育は、保健の学習で「大人に近づく心」の学習をして、
第2次成長期思春期に入る児童へ心と体について理解させ
ていった。 A

DV予防講座で友達とのより良い関係だけでなく性に関する指導もわかり
やすくしていただき、プライベートゾーンを大事にすることの大切さを学ぶ
ことができた。
各学年に応じての年間計画により、全学年で実施できた。 A

・現代は男女だけでなく、いろいろな性が認められ多様化が
当たり前になってきている。これらを当たり前と受け止める
教育が必要だと思う。

・養護教諭
・各学年主任

○職員の食物アレルギー等への意識と
対応技術の向上

○アレルギー発生事案をゼロにする ・各種アレルギーに対する研修会を年間
２回実施
・アレルギー児童への対応マニュアルと
薬等の保管場所の共通認識
・保護者との密接な連携

A

・アレルギーの職員研修を行ったり、児童の食物アレルギーに対
する意識付けを行ったりした。毎月1回は、対象の保護者と関係職
員でアレルギー対応の給食献立等について面談を行った。
・アレルギー児童の給食については、職員室で配膳されたものを
再度教室でも担任が確認するようにした。

A

アレルギー食対応を担当の先生方を中心に適切にしていただき、特に問
題が起こらずに済んだ。また、児童への理解にも努めていきたい。
・毎月の保護者との面談や、配膳時の毎日の確認を確実に行ったことで、
大きな問題もなく給食を提供することができた。 A

・アレルギーは一歩間違えば命にかかわること。アレルギー
のある人だけでなく周りの理解も必要ということをぜひ教え
てほしい。

・栄養教諭
・各学年主任

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定
・業務記録票による自己管理の徹底 B

・金曜日を定時退勤日とし、17:30～18:00を目標に退勤を促した。教頭が退勤予定時刻を提示する
ことで、職員が退勤する時刻を意識して仕事を進められるようにした。
・時間外業務が1カ月70時間を超える職員には、見通しを持って優先順位を考えた業務のやり方を
考えるよう指導した。
・仕事量は減らないが19:30退勤をめどに業務を終えるよう努力している。 A

・定時退勤日の退勤時刻予告、時間外勤務70時間以上の職員への個別
相談や指導により、超過勤務時間平均は減少してきた。
・職員間の声かけによる精神的負担軽減等に取り組み、効率的な業務推
進が少しずつ進んでいる。 A

・心の病を抱える教職員が増えていると耳にする。先生方、
どうか心と体を大事にしてほしい。 ・管理職

○聖域のない学校行事や業務の見直し
と削減

○働き方改革について組織的対応がで
きていると回答した教員８０％以上

・働き方改革委員会を年３回（毎学期）
実施

B

・職員会議の中で働き方改革についての話をするなど、職員の意識改革を図ってきた
が、学校の施設や児童の状況を考えるとまだ業務時間短縮は難しい。また、職員会議
とは別に働き方改革委員会を開くこと自体が難しい。
・学校行事については見直しを進め、職員の業務改革が進んできた。
・あゆみが２学期制になったことで、授業が進むとともに、学期末事務にかけていた時
間を児童や保護者対応にあてることができた。

A

・職員会議を１時間以内に終了すること、紙媒体での資料配布を極力減ら
しPDF化すること、週案や会議資料の早めの配布により計画的で見通しを
持った業務推進が進んできた。
・特設の働き方改革委員会はあえて設定せず、職員連絡会等で日常的に
問題提起するように心がけ、職員の意識改革を図ってきた。

A
・先生方は、子どもが登校中から家に帰るまでの見守りで
一瞬のすきもないほどの勤務、ただただ感謝している。どう
か互いに支え合い、よい職場環境を作ってほしい。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○児童の探究心と学習持
続力の向上

○指導方法についての全職員の共通理
解と共通実践

○佐賀県学習状況調査[１２月調査]に
おいて無答０、全観点で対県比1.0程度

・児童が課題に向かう必然性や日常性
を実感できる学習課題づくりの工夫
・学習意欲の向上と持続を促す形成的
評価(言葉がけ)の工夫 B

・問題に対して最後まで解こうとする態度が身についてきたため、
無答はかなり少なくなった。ただ、時間配分が難しく最後まで問題
に行きつかず無答になった児童もいた。
・課題提示の方法や児童の発言をもとにした形成的評価の工夫を
行っている。
・過去の問題を活用することで、児童に足りないものや指導法の
改善点に気づき学習に生かすことができた。

A

・佐賀県学習状況調査[１２月調査]において、５，６年生の国語・算数では全観点で対県比1.0程度と
なったが、４年生が１．０には届かなかった。また、３年生以下のＣＲＴの結果も平均に届いていない。
最後の問題まで行きつかずに無答の児童もいるが、学習意欲の向上のための指導改善をしていか
なくてはならない。
・県学習状況調査【１２月調査】の結果から、４、５、６年生では全教科において無回答率が県よりも
低く、最後までどうにかして解こうとする意識は高まってきた。ただ、全観点全教科で対県比1.0程度
を目指したが、４年生算数科において対県比0.82と目標を大きく下回り、達成することができなかっ
た。ただ、６年生においては、昨年度比で国語と算数で３ポイント伸びが見られ、５年生においては、
国語・算数ともに県の平均よりも上回った。

A

・コロナに振り回されたここ数年、先生方はとても苦労され
ている。そのような中、よく工夫して指導されていると感じ
た。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

①基礎的・基本的な学習内容理解の徹底や活用力の向上に向け、児童が喜んで学習に取り組むことができるよう授業改善を図る。
②互いを認め合い支えあう支持的風土のある学級づくりに取り組む。

学校名 伊万里市立東山代小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・小中連携による学力向上推進指定をうけ、全職員で基礎的・基本的な学力を定着させるために、児童が主体的に学習するための授業づくりを具体的目標に掲げ、全職員で共通理解して取り組み、児童の学習意欲を継続させることに力を入れた。教職員のマイプランでの成果目標は80％を超え
たが、児童のアンケートでの算数に対する肯定的回答は80％は超えているものの、前期より低下してしまった。
・「心の教育」や「健康・体つくり」については、概ねアンケートでの目標を達成した。昨年度までの校内研究での取り組みを継続して、支持的風土を基盤にした学級づくりを大切にした教育活動を実践し、昨年度より学校が落ち着いた。しかし、キャリア教育については、学年によってボランティアや
職業体験活動を仕組むことがあまりできず、児童が将来への夢や希望をもつための学習機会が少なかった。
・来年度も「学力の向上」に重点的に取り組み、児童の学習意欲を向上させ、基礎的・基本的学力の底上げをはかり、活用力を身に付けさせていく。また、タブレットを活用しキャリア教育を意識した授業づくりや特別支援教育の充実に取り組み、支持的風土を基盤とした学校づくりを充実させてい
く。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研究で支持的風土のある学級づくりに取り組み、学年等での差はあるものの十分な成果を得ることができた。引き続き、地域や保護者とも連携し全職員で児童理解に力を注ぎたい。
・基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分である。

２　学校教育目標 笑顔いっぱい　みんなの夢に一歩前進！
～　一生懸命がかっこいい！　一人一人のよさが輝く学校　～

３　本年度の重点目標


